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  少しずつ日暮れの時間が早くなり、秋の気配を感じるようになりましたが、まだまだ暑い日が続いておりま

す。夏の疲れが出やすい時期でもありますので、適切な睡眠やバランスの取れた食事を摂るなど、体調管理には

十分注意しましょう。 

さて、９月は国民の祝日である『秋分の日』があり、太陽が真東から昇り真西に沈み、昼と夜の長さがほぼ同

じになるため、自然のバランスが取れる特別な日とも呼ばれています。また、秋分の日を中日とし、その前後 3

日間を合わせた 7 日間はお彼岸と呼ばれ、お墓参りを行い先祖への感謝の気持ちを伝える日本独特の風習があり

ます。 

お彼岸は春（春分の日を中日とした７日間）にもあり、春は牡丹の花に由来した『ぼたもち』を、秋には萩の

花に由来したおはぎをお供えします。今年のお彼岸は日本の文化や伝統に倣い、ご先祖へ感謝の気持ちを伝えて

みてはいかがでしょうか？ 

  今月は、福祉サービスの充実・向上の中心的役割を担っている国家資格である介護福祉士について解説しま 

す。 

介護福祉士とは 

 介護福祉士資格は、介護に係る一定の知識や技能を習得していることを証明する唯一の国家資格です。介護の世

界には資格がたくさんありますが、介護福祉の専門職である介護福祉士が唯一の国家資格です。 

介護は生活全般に関わる広範な仕事ですが、多くの人々は「介護」というと、おむつを交換するなどの排せつ介

助やベッドから起こすなどの移乗介助、暑い浴室の中で行う入浴介助などをイメージしていると思います。 

しかし、介護福祉士が行うのは、これらの介助を行いながら、介護ニーズの 

ある方々の生活に向き合い、その方の生き方や生活全体の支援です。介護サー 

ビス利用者のニーズを、生活歴や観察を通して集約するとともに、その方の心 

身の状況等を理解したうえで、その方が、その方らしく生活を継続していくた 

めには（生活の質を担保するためには）どのような課題があるか、いかにその 

課題に向き合っていくか等を分析し、多職種と連携しながら、環境の整備を行 

いつつ、その方に最適な介護を提供する役割を担っています。 

 

介護福祉士の仕事 

 介護福祉士は、おもにホームヘルパー（訪問介護員）や、特別養護老人ホーム、身体障害者施設等の社会福祉施

設の介護職員や支援員として介護や支援業務にあたっています。 

また、介護業務のほか、在宅介護の場合は介護方法や生活動作に関する説明、 

介護に関するさまざまな相談にも対応しています。 

ホームヘルパーや施設の介護職員に対し、介護利用者の自立支援を目標にお 

いた介護の実践、また、医師や看護師との連携が求められる現在、介護の専門 

知識・技術をもつ介護福祉士資格の重要性はますます高まっており、施設職員 

等の資格取得率も向上しています。 
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介護福祉士資格の取得方法  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注意 1）「社会福祉士及び介護福祉士法」の改正により、平成 29 年度（第 30回）から、養成施設ルートが介 

護福祉士国家試験の受験資格となりました。 

なお、養成施設を令和 8年度末までに卒業する方は、卒業後 5 年の間は、国家試験を受験しなくて

も、または、合格しなくても、介護福祉士になることができます。この間に国家試験に合格するか、卒

業後 5年間続けて介護等の業務に従事することで、5 年経過後も介護福祉士の登録を継続することが

できます。令和 9 年度以降に養成施設を卒業する方からは、国家試験に合格しなければ介護福祉士に

なることはできません。 

（注意 2）実務経験ルートで受験を希望する方は「実務経験 3 年以上」だけでは受験できません。 

在留資格「特定技能 1 号」「技能実習」で就労している外国籍の方は、実務経験ルートになります。 

（注意 3）平成 20年度以前に福祉系高等学校（専攻科を含む）に入学し、卒業した方、特例高等学校（専攻科を

含む）を卒業し、9ヶ月以上介護等の業務に従事した方、EPA 候補者で「令和 6年 5月以前入国者」

の方は、介護福祉士資格の登録を申請するまでに「介護過程Ⅲ」を受講し、登録申請時に「介護過程Ⅲ

修了証明書」を提出する必要があります。 

ただし、令和 5年度までに介護技術講習会または介護過程を修了し、修了から 3年を経過していない

方については、登録申請時に「介護技術講習修了証明書」または「介護過程修了証明書」を提出すれ

ば、「介護過程Ⅲ修了証明書」を提出する必要はありません。 

また、EPA候補者で「令和 6 年 5 月以前入国者」の方で実務者研修を修了している方は、登録申請時

に「実務者研修修了証明書」を提出すれば、「介護過程Ⅲ修了証明書」を提出する必要はありません。 

 

 



介護福祉士のキャリアプラン 

日本の高齢化はますます進んでいくことから、福祉にかかわる人材は今以上 

に必要となり、介護福祉士の必要性は確実に高まっていくと考えられます。 

また、働く場所が様々な介護福祉士の働き方は正社員、契約社員、派遣社員、 

パート、アルバイトと多彩で、仕事とプライベートを両立させたい方、ブラン 

クのある方などライフスタイルに合わせた働き方ができることも特徴です。 

 

介護職の魅力 

〇優しさなど人間性を活かせる 

  介護は、介護を必要としている利用者に寄り添う仕事です。人と関わるのが好きで、思いやりを大切にした

いと考えている人は、その人柄が十分に活かせる仕事です。 

介護職は、一人の利用者の食事・入浴など身の回りのサポートから心身のケアまで行います。介護を受ける

人達の気持ちを汲み取ることのできる思いやりや、相手の個性を受け入れることができる優しさは、そのまま

仕事をするうえで大きな魅力となります。 

 

 〇性別や年齢関係なく働きやすい 

   介護は身体的にキツいと言われることもありますが、福祉用具や介護機器を導入する職場が増えており、基

本的には性別や年齢に関係なく活躍できます。また、職場の特徴により、介護職の仕事内容や勤務時間は変わ

るため、育児や家事と両立しながら仕事をしたい人も自分に適した職場を見つけることができます。 

実際に介護の現場で働く人の年齢層は幅広く、20 代～60代さらには 70 代でも心身ともに健康であれば

仕事をすることが可能で、年齢に関係なく永く続けることができる仕事です。 

 

 〇介護職は職を失うリスクが低く安定している 

   日本は高齢化の進展により、ますます介護職の需要の高まることから、日本全国どこにいても必要とされる

存在であり、将来性のある仕事です。 

また、国の施策で介護職員の賃金改善が毎年行われており、景気にも左右されないため、職を失うリスクが

とても低く安定した職であるといえます。 

さらに、介護職は未経験・無資格でも働きながらスキルアップができ、実務経験（3年）を積み研修を受講

することで、国家資格である介護福祉士の受験資格を得ることができます。ちなみに、円勝会の介護福祉士有

資格者は 2００名を超えており、これは全職員の約 3 割を超える人数となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７月２４・２５日 アクリエ姫路にて         ８月９日 阪急ターミナルビル屋上にて 

『福祉用具・介護ロボットフェスティバル 2025』   『阪急トップビアガーデン』で、日頃の慰労を兼 

が開催され、実践報告会でシルバーコースト甲子園で  ねてドリーム甲子園職員交流会を開催しました。 

のノーリフティングの取り組みについて発表しました。  ドリンクやフードメニューが豊富で、みなさん大 

また、ひょうごノーリフティングケアモデル施設と  満足。楽しい時間を過ごすことができました。 

して表彰していただきました。             

                           

 

 

 

 

 

 

 

８月 第２シルバーコースト甲子園にて        ８月２４日 第２シルバーコースト甲子園にて 

少しでも季節感を感じていただければと思い、花火   シルバーコースト甲子園と第２シルバーコースト  

 大会を開催しました。                を含めた近隣特養４施設と、まちのね甲子園、西宮 

噴出花火を見ていただいた後、手持ち花火を楽しん  市社会福祉協議会が共同し、子ども食堂を開催しま 

でいただき、みなさんの良い笑顔をたくさん見ること  した。 

ができました。                    お昼にカレーとフルーツポンチを召し上がっていた 

               た後、ゲーム大会を行い、楽しい時間を過ごしていた 

                           だきました。 

 

【問い合わせ先】 

社会福祉法人円勝会 法人本部 

〒679-4132 兵庫県たつの市誉田町福田 780-3 

TEL:0791-63-3053 FAX:0791-63-3053 

■E-mail ：saiyou@enshoukai.com  担当：財津 前田 
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